
必携　文化財防災の手引き

　日本は地震，台風，豪雨などの災害が
多発する国である．災害が起こればその
地にある文化財も被災する．混乱する状
況で，文化財をいかにまもってきたの
か，そしてこれからどのようにまもって
いけばいいのか．
　本書では文化財防災の体制づくりの歩
みから，各組織・団体の取組み，文化財
防災センターを中心としたネットワーク
の構築，被災した文化財の応急処置の方
法までを丁寧に解説．さらに被災文化財
を活用するという視点を具体的な事例と
ともに紹介する．
　適切な備えと知識があれば，文化財の
被災は大きく減らすことができる．多く
の文化財をまもり，未来へと受け継ぐた
めの，まさに必携の書！
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